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デザインの上における流線形（ス ト リ ー ムラ インド：streamlined ，ラ ミナ ー ：laminar) は、

1930年代の アメリ カで、 よく見られるようになった。 20世紀のデザイン様式には、 ア ー

ル ・ デコ やモダンデザインと称される手法のものがある。 こういったものと流線形は、 必

ず し も一致するものではない。 この問題に関しては後述することにして、 まず流線形につ

いて概説した。

流線形は、 形態学、 つまり形態的な観点からみた流線形と、 デザインの上からみた流線

形とのふたつに大別できる。 形態学の観点からは、 流体力学 （ハ イドロダイナ ミックス，

hydrodynamics) と動物の形状、 とりわけ魚の形を参考に取り上げる。 デザインの上から

みた流線形に 関 しては、 その例として自動車 ・飛行船 ・ 飛行機 ・ 機関車 ・ 列車 ・汽船とい

った流体力学を応用した乗り物を列挙する。

1 . 流体力学の形態

デザインの上における流線形は、 1933、 34年頃のアメリ カで、 よく見られるようになっ

た。 その当時、 流線形のデザインを生み出したデザイナ ー の一人である、 ベル ・ ゲッデス

(Bel Geddes) の著作より、 1930年代に、 すでに摩擦抵抗と形状抵抗の二種が知られており、

空気や水のなかにおいて、 抵抗の少ない形が望まれて流線形のデザインが登場したこと が

知られている。 摩擦抵抗とは、 物体の表面における抵抗のことであり、 形状抵抗とは、 形

の違いによ っ て生じる抵抗のことである。 1930年代には、 水中や空気中の動く物体の後方

にできる渦が、 推進力を妨げるということも知られていた。 この抵抗は、 現在、 誘導抵抗

と称されている。 このほかに現在では、 圧縮波による圧縮抵抗、 水波による造波抵抗が知

られている。 しかしながら、 1930年代と現在とにおいて、 流体力学の根本は変わらない。

2 ■ 魚の形態、 自 然形態

自動車や飛行機 と いった人工の乗り物は、 鳥や魚といった動物の自然形態が参考にされ

た。 よく知られているように、 人類が飛ぶために、 鳥の翼の形や仕組みについての研究が
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おおいになされた。 また自動車や飛行機 と いった高速の乗り物 において、 いか に 空気抵抗

を少なくし推進力を増すか と いった問題に は、 鳥や魚の形態が参考に された。 例えば魚の

場合、 胴体の流線形の形に加え、 左右 に尾をふり体をくねらせるこ と で推進力を高める と

いった体の構造や、 頭部や口や鯉の形が参考 に された。 こうして、 乗り物のスタイル に 、
流線形が登場した。 さらに 魚は、 胴体を輪切りに した時の形や、 胴体の厚み と 体長の比が

推進力 と 深く係わっている。 イルカ、 ク ジラ 、 マグロ、 カ ジキ と いった魚は、 この比率が

おおよそ24~28％ に なる と いう。 これは高速で進む人工の乗り物 に応用され、 音速で進む
飛行機の場合、 機体の厚み と 機体の長さの比率は10％くらいが望ましい と されている。

3 . 流体力学 を応用 し たデザ イ ン

① 自 動車

自動車のデザイン、 自動車の

スタイル における流線形は、 科

学的、 工学技術的な目的 に よる

ものよりも、 つ くられたイメ ー

ジ 、 つ まり「速そう に 見える」

と いったイ メ ー ジが先行してい

ったようである。 20世紀に なっ

てこういったイメ ー ジは、 自動

車を商 品 と して流通し販売する

手段 と して利 用された。 量産販

図 1 . T型 フ ォ ー ド 1 909年 売のシステムは、 20世紀に なっ

て アメリ カで盛んに行われ、 1933年には、 MR（マ ー ケットリ サ ー チ、 市場調査） と いった

経済調査がなされ、 販売のための事前調査 と 対応させながら、 デザインの展開がなされる と

いった仕組みが生まれた。 このようななか、 デザインにおける流線形が生まれていった。

も と も と 自動車は、 箱型を碁礎 と して造られた （図1) 。 箱型の自動車が主流であった

1910年代から1920年代 に かけて、 より速く走り、 より空気抵抗の少ないものを求めて、 前

方 と 後方がゆるやかに傾斜した流線形を用いた実験的な自動車が試作された。

1913年に なる と 、 ベルト コ ン ベ アが自動車の生産ラ インに 導入された。 それに よって当

初一台 800 ド ルした自動車の価 格は、 1927年に半減 し た。 「量産するこ と によって価格が下

がる」、 これがヘンリ ー ・フォー ド の哲学 と いわれるものである。 またフォー ド (Ford) の

車は、 頑丈で長持ちがして、 運転しやすい と いうこ と で、 アメリ カの大衆に受け入れられ

ていった。 1927年頃、 フォー ド 社はそれまで都会の至る所に見られた T 型フォー ド （図1)
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図2. A型 フ ォ ー ド 1 929年
生産を中止にし、 より運転しやすく、 よりモーターのかけやすいA型フォ ード（図2) と

呼ばれる車種に、 生産を切り換えた。 これは当時、 たいへんな話題となり、 マスコミの取

材合戦は凄まじかったといわれている。 要するに、 1930年代までに、 アメリカ社会のなか

では自動車産業の素地ができていたといえる。

1930年代には、 よ り 空気抵抗

の少ない形を追求して、 実際 に

風洞実験を行った実験的な自動

車 が ベ ル ・ ゲ ッ デ ス ( Be 1 

Geddes) やフラー (Fuller) と

いったデザイ ナ ーによって造り

出された。 その なかには、 それ

までの箱型をあらため、 水滴型

とよばれる流線形の形をしたも

のもある （図 3 )。 このほかに、

.. 

実験的な自動車と し ては、 三輪 図3. フ ラ ー の デザ イ ン に よ る 実験車、 水滴型 1 933年

車型のものがある。 1920年代にもなると、 ニュー ヨ ーク等の都会のなかに T 型フォ ードがあ

ふれて渋滞をおこしたため、 駐車や狭いところでの回転といった問題を考慮して考え出され

たものである。

さて量産された商業用の自動車のなかで、 最初に流線形を用いたものは、 クライスラー社

(Chrysler) が1934年に発表したエアフ ロー (Airt1ow) と称するものであり、 文字通り、 “空

気の流れ
”

というニックネームで売り出された。 これは依然として箱型を基礎としているが、

ボンネッ トやカバー、 後方部分にかけて丸みが見られ、 空気抵抗を少なくするといった試み
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図4. リ ン カ ー ン の ゼ フ ァ ー 1 936年

が感じられる。 だが、 全体的には上

述した実験的な自動車というより

は、 速そうに見えるといったイメー

ジを先行させた自動車といえる。
エ アフロー は、 時代的に早すぎた

ようで、 営業成績はよ く なかった。

2年後の1936年に、 クラ イスラ ー 社

のエ アフロー に倣って、 フォー ドが

リ ン カ ー ンの ゼ フ ァ ー ( Linco ln

Zephyr) という自動車を発売した
（図4 ) 。 これは ヒ ットした。

1930年代になると、 箱型あるいは角形の保守的な自動車も、 部分的に丸みをおび、 フロ

ントガラ スがやや傾斜し、 後方の屋根も丸 く なっているものがある。 しかし、 流線形と呼
ぶに値しない。 そういった車が多 く を 占めるなかで、 エ アフロー やゼフ ァー といった流線

形の自動車は、 従来と全 く 異なったコ ンセ プトで売り出されたことになる。

同じ頃に開発された自動車に、 フォルクス ワ ー ゲン (Volkswagon) がある。 1934年のド

イ ツ で、 ヒ ットラ ー の命令によってポル シ ェ (Porsche) がデザインし、 38年に造られた。

当初は、 フォルクス ワ ー ゲンという呼び名はな く 、 この名称は、 第二次世界大戦後に量産

が開始された時に付けられた。 自動車の形としてはかぶと虫型であるが、 前述のゼフ ァ ー

やエ アフロー と同じように流線形をとる自動車である。

第二次世界大戦終了直後の1949年に造られたフォー ドの自動車は、 リ ンカ ー ンのゼフ ァ
ー を基本としている。 しかしこの時期に造られたものは、 ゼフ ァ ー ほ ど明確な流線形が見

られるわけではな く 、 箱型と流線形型の中間のタイプといえる。

現在、 自動車は、 多種多様なものが造られ、 デザインの上から速さをイメー ジさせる流

線形というものが消えつつある。 その一方で、 速さを競 う Flな どの競走車では、 工学的、

技術的に流線形という形が問われるこ と もある。 一般用の自動車に関しては、 量産される

車種が多様化し、 好みに合わせた自動車が造られ使用されるといった段階にある。

②飛行船・飛行機
飛行機の場合、 流線形が用いられるようになったのは意外に新しい。 それは、 第一次世

界大戦以前 (1914年）の飛行機は、 機体の先端にプロペラ が備えつけられていたために機
体の先頭部分が流線形をとられなかったためである。 そのため、 デザインにおける流線形

は、 飛行機より飛行船 に 早 く 見られ、 1910年代という早い時期から、 先頭の丸 く なった流

線形の飛行船が認められる。
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ヤ

1930年代になると アメリ カで旅客

機が登場し、 飛行機による旅客輸送

が始まった。 ボ ー イング社 (Boing)

およびダグラ ス社 (Douglas ) がそう

いった旅客機を開発し、 自動車と同

様に飛行機にも流線形がとられるよ

うになった。 1934年に造られたDC2

（ダグラ ス ・ コ マ ー シャル2) は、 14

人乗りの飛行機で、 最初の旅客機で

ある。 1935年に造られたDC3は20人

乗りとなり、 機体の長さがDC2より

1メ ー トル長くなった （図5) 。 これ

らは、 風洞実験に よ って空気抵抗を

減らす試みがなされ、 流線形の形状

をとるようになった。 その後の旅客

機や飛行機は、 DC3の機体の先頭の

形に従って流線形をとっている。

第二次世界大戦の間に、 それまで

の プロペラ による推進から ジェット

エ ン ジンにかわった飛行機は、 時速

300キ ロを越えることが可能になり、

1969年には音速を越えるコ ンコ ルド

が登場した。 ジェットエ ン ジンの登

場によって、 空気抵抗を減らすこと
はますます重要になり、 飛行機にお

ける空気抵抗を減らす試みは現在も

続いている。

図5. DC3 1 936年

図6. シ テ ィ ・ オ ブ ・ サ リ ー ナ号 1 933年

③列車・機関車 図7． ゼ フ ァ ー 号 1 934年

1930年代のアメリ カで、 蒸気機関車にかわってディ ー ゼル機関車が導入された際に、 列車の

デザインに流線形が取り入れられた。 ユニオン ・ パシフィ ック社 (Union Pacific) が1933年にシ
ティ ・ オブ ・ サリ ーナ号 (City of Salina, ディ ー ゼル機関車）（図6) を、 バ ーリ ントン ・ ノー ザ

ーン社が1934年にゼファー号 (Zephyr, ディ ー ゼル機関車）（図7 ) を登場させた際、 列車の先

頭部分のデザインに流線形を取り入れた。 両車とも、 風洞実験によって考え出されたデザイン

-57-



である。 また同時期のヨ ーロッパの列車

の形にも、 流線形のものが認められる。

1930年代には、 列車のデザインに流線

形が採用されただけでなく、 素材にはス

テンレ ス等の新素材も使われるようにな

り、 鉄道会社は列車の色彩や素材を競い

合ったという。 またロー ウィ (Loewy) 

やドレフュス (Dreyfuss) といったデザ

イナ ー による列車には、 各デザイナ ー の

図8. ブ レ ー メ ン号 1 929年 ウィ ットが感じられる。

当時アメ リ カでは、 旅客用の 飛行機の登場によって旅客輸送が飛躍的にのびたが、 反動

的に鉄道の利用客数は減少した。 ディ ー ゼル機関車に流線形を採用したのは、 それを挽回

するための 戦略で あ ったともいわれている。 列車も自動車と同様に、 流線形をデザインに

取り入れたのは、 空気抵抗を減らし高速で走るといった技術的、 科学的な目的よりも、 高

速風であ るというようイメー ジが先行したようである。

現在までこのような流線形のデザインが、 高速列車の先頭部分に採用されている。 ドイツ の

ICEやフラ ンスのTGV、 日本の新幹線等に見られる。 わが国では、 1934年のつばめ号に早くも

流線形が導入されている。 そして1964年の 100系こだまから現在の 700系のぞみに至っている。

④汽船

汽船の デザインにも流線形

が用いられた。 1929年の ド イ

ツ の 豪華客船であるブレ ー メ

ン号 (Bremen) が、 その最初

であるといわれている（図 8 )。

そ の ほ か 、 ベ ル ・ ゲ ッ デ ス

(Bel Geddes) やロ ー ウィ ー

(Loewy) といった著名 なデザ

イナ ー によっても、 汽船の デ

ザインがなされ流線形がとら

れた。 た だし汽船は、 飛行機

ほ どの 大きな抵抗を受けるわ

けでは ないので、 極端なデザ

インのものは認められない。
図9. 飛行機 は DC3 、 自 動車 は ゼ フ ァ ー
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4. 宣伝 ・ 広告

193呼代に 、 とりわけアメリカ で、 自動車、 旅客機、 鉄道 と競争するような形で流線形がデザ

インの上に取り入れられた。 このような流線形という新規なデザインは、 1929年からの大不況を

乗り越える手段として登場したともいわれている。 当時すでに、 宣伝 ・ 広告の方法として、 様々

な写真が撮られている。

193呼代の広告 ・宣伝用の写真は、 現在と同じように、 フ ァ ッ ショ ンモデルの女性とともに写

されたものが多く見られる（図 9 )。 そのほかに、 自動車の販売用の広告には、 飛行機や鉄道と

ともに写した写真を トリミングして使用したものもある。

広告 ・ 宣伝用以外にも、 乗り物の写真は撮られた。 当時すでに、 自動車のデザインを紹介する

雑誌や鉄道の雑誌、 一般の科学雑誌があり、 それに掲載するために撮られたものである。 こうい

った写真は、 飛行機および鉄道、 自動車を並べて撮っているものが多い。 雑誌では、 時代の先端

を行くものとして自動車や鉄道のデザインを紹介したのであろう。 広告 ・ 宣伝用の写真や雑誌に

載せられた写真は、 流線形というものを、 一般の社会に定着させるのに重要な役割を果たしたに

ちがいない。

飛行機や自動車、 鉄道を並べて撮るといった写真の方法は、 その後も継続された。 飛行機にジ

ェッ ト機が登場した19印年代半ば、 アメリカでは「大きい こ とはいいこ とだ」 というような競争

が始まった。 自動車は、 排気量をふくめて大きなものが造られ、 外装にはおおげさなテールフィ

ンやジェ ッ ト機のエン ジン吸入口のようなライティ

ングが見られた。 しかし、 人を傷つける危険を伴っ

たため、 60年代になって批判が高まり、 長続きしな

かった。 さて 、 こ の極端な自動車のデザインを示す

ためにも、 ジェ ッ ト機、 戦闘機と比較するといった

広告写真が撮られた。

と こ ろで日本の場合、 戦前までの自動車の市場は、

輸人車ばかりであった。 1936年の「アサ ヒ グラフ」

には、 新しい車、 色々な車種のものがどんどん流入

してきた こ とが記されている。 また同年の「アサ ヒ

グラフ」 に、 女性のモデルとともにフォ ードの車を

写した広告用の写真が掲載されている。 わが国も、

アメリカ の先例に倣って、 女性のモデルを用いて広

告写真がつくられたようである（図10)。

193岬の 「アサ ヒグラフ」 のキャプショ ン部分に、

「女性マイカ 一族」と記されており、 “マイカ ー ’' と 図 1 0. 自 動車の広告 （ 日 本） 1 935年
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いう言葉がすでにあったことが知られる。 またこの記事より、 女性が運転免許をとるのは当時め

ずらしかったことがうかがわれる。 一方で、 まもなく女性が車を運転し、 外に出ていく時代が到

来することを示しているともいえる。

さて、 飛行機の広告 ・ 宣伝用の写真にも、 女性のモデルが用いられた。 飛行機の機体と人間の

モデルを一枚の広告写真にするとあまりにも人間が小さく見えるので、 飛行機の広告写真の多く

は機内での様子を写したものになる。 ダグラス社のDC2 (1934年） の広告写真には、 スチュワ
ーデスの恰好をした女性のモデルが見られる。 また同時期の「アサ ヒ グラフ」には、 アメリカの

新しい傾向として、 DC2の機内でフ ァッショ ンショ ーをしているという報道用の写真が掲載さ

れている。

さて、 広告 ・ 宣伝の手段として写真のほかに、 ショ ー 、 展示会といったものがある。 いつの頃

からか、 自動車ショ ーがフ ァッショ ンショ ーと同じように、 春秋に新車の発表として行われるよ

うになった。 その際に、 女性のモデルが自動車の脇に立つということがすでにあったであろう。

自動車ショ ーは、 もともと19世紀の末のフランスで、 サ ロンという形で行われていた。 それをア

メリカが取り入れ、 自動車ショ ーという形の新車の発表の場となった。

このような広告の手段には、 圧倒的に女性が多く登場している。 自動車や飛行機と女性のモデ

ルが並んだ広告写真は、 乗り物とフ ァッショ ンのデザインの共通感覚、 共通のイメー ジといった

ものを示している。 これに加えて、 女性の社会進出といったものが関連しているのであろう。

5 . 工業デザイ ン

自動車や飛行機といった乗り物のデザインに、 流線形が頻繁に用いられるようになった

1930年代に、 工業デザイン、 いわゆる商品にも盛んに流線形が用いられたといわれている。

しかし工業製品は、 自動車や飛行機のような高速で動く物体ではないので、 速さを連想させ

るような明確な流線形のものはなかなか見られない。 ただし1930年代の工業デザインには、

1920年代の角形の様式から曲線 ・ 曲面を使ったデザインに移行するといった動きが見られ

た。 そのような丸みをもったデザインに、

流線形と一脈通じる感覚が見られる。

以下、 1930年代の工業デザインを列 挙

してみよう。 1933年にフランク によって

デ ザインされた 机は、 甚本的に直線的で

アー ル ・ デコの雰囲気をもつが、 端や角

を丸くするといったところに流線形の感

覚が認められる。 そのほか、 1936年にテ

ィ ー グによってデ ザインされたラ ジオ

図1 1 . テ ィ ー グのデザイ ン に よ る ラ ジ オ 1 936年 （図11) も、 角が丸形になっており流線形

- 60-
.,

e
蘊



様とい え る 。 1934~35年にエアライン ・ チ ェ アというニックネー ムのついた椅子が登場 し

た。 エアラインという名の通り、 流線形を意識 して取り人れたものであ ろ う。

さて、 1930年代のフ ァッショ ンといえば、 いわゆるモ ボ ・ モガといったスタイルである。

当時のアメリ カ のフ ァッショ ン雑誌に、 こういったスタイルが時代の先端をいくものと し

て紹介されている（図12)。 フ ァッシ

ョ ンは工 業デ ザインと同じように 、

飛行機や自動車とい った高速で動く

物体ではな い ので 、 速さをイメ ー ジ

させるような 明確な流線形とい った

デ ザ イン が なかなか認められな い 。

ただ当時の女性が身に着けて い た 帽

子の形状が 、 やや流線形様であると

いわれている（図12)。 こういったフ

ァッショ ンは 、 我が国にもどんどん

流入 し てきた。 1934年の「帝国工芸」

には、 「服飾に現れた流線形」 といっ

た特集がくま れている。

図 1 2. 1 930年代の フ ァ ッ シ ョ ン

とこ ろ で、 1920年代の ヨ ー ロッパの工業デザインの様式には、 角形のスタイルがあった。

その典型的なものに、 オランダの「デ ・ ステイル」 （ザ ・ スタイル様式） といったグルー プ

がある。 これは直線、 垂直と水平、 色彩は三原色といった極端な様式のものではあるが、

1920年代の先 端 の感覚をよく示 し て い る

（図13)。 フランスで起こったアー ル ・ デコ

様式は、 そう いったものをうまく取り入れ

たデザイン様式であ る。

そのほか、 建築スタイルにも1920年代の

感覚が見られる。 アメリ カ のシ カ ゴ 、 ニ ュ

ー ヨ ー クで盛んに造られた摩天楼 、 つまり

超高層ビルである。 1928年にエンパイアス

テイ トビル、 1929年にクライスラー ビルが

造られた。 これらは、 屋上が段々式になっ

たステップバック式を用 いている。 一般に

こういった摩天楼の形は ヨ ー ロッパのア ー

ル ・ デコ様式に属 すると いわれて い るが、

規模の大きさはアメリカ 的である。 図1 3． リ ー ト フ ェ ル ト の デザイ ン に よ る 椅子 1 935年
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ア ー ル ・ デ コ は、 1925年スタイル と も称される。 1925年にパリで装飾美術の展覧会が催

され、 それに出品された作品のスタイルの様式 と いうこ と に由来する。 アール ・ デ コ と い

う呼び名は、 1970年頃にパリの装飾美術館で、 1925年様式の回顧展覧会を行った と きに付

けられた。 デ コ と はデ コ ラティ ブのこ と で、 アール ・ デ コ と は装飾美術の意味である。 こ

ういったものをア ー ル ・ デ コ と いうならば、 1930年代のアメ リ カで出現した流線形は、 ヨ

ー ロッパで起こったア ー ル ・ デ コ に対するアメリカの新様式 と もいえる。

6 . モ ダ ン デザ イ ン

また、 1920年代の ヨ ー ロッパ に はモダンデザインが

生まれた。 それは、 ドイ ツ から生まれた教科書的、 優

等 生的な考え方によってなされたデザインをさす。 モ

ダンデザインは、 使い勝手や機能、 目的を満たすもの

でなければならない と いう考え方が根底にある。 そし

てそれを満たすのに、 機能を一つ一つの要素にわけて

構成する と いったものである。 例えば椅子な ら ば、 背

と 座、 脚 と いった各要素を目的 に 合わせて素直に表現

し、 装飾をほどこしたり模様付けをしたり しない と い

ったものである。 もうひ と つモダンデザインにおいて

重要なこ と は、 素材である。・ モダンデザインは、 素材

図 1 4. バ ウ ハ ウ ス でつ く ら れた椅子 1928年 を最大限に生かす と いった考え方をもつ。

モダンデザインの典型 と して、 1928年頃にドイ ツ の

バウハウスでつくられた椅子がある（図14)。 この椅子

の場合は、 スチールの弾性を生かして人間の体重を支

える と いったデザインがなされている。 また食卓用の

椅子 と して ふさわしい簡 潔なデ ザインを と っている。

この椅子の素材にスチールが採用されたのは、 量産を

考えてのこ と であろう。 しかし当時のドイ ツ は、 これ

を量産し販売する と いっ た 経済的 ・ 技術的基盤がなか

ったため、 実現しなかった。

そのほかに、 1940年初等にデンマ ー クのウェグナー

(Wegner) によってデザインされた椅子がある（図15)。

これはバウスウスのもの と 対照的に、 素材に木 と 籐を

図 1 5. ウ ェ グナーのデザイ ンによ る椅子 1940年代 付リ用している。 デザインの手法 と しては、 座り心地の
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よさを考慮し椅子の各部分を素直に表現しており、 モダンデザインの典型といえる。 大量

生産とまではいかなかったが、 デンマー クでは、 手工芸的な手仕事によって、 生産され販

売された。 現在も販売されている。

アメリカでもドイツやデンマー クの考え方に共感し、 モダンデザインの手法を取り入れ

たデザイナー がいる。 その代表的なデザイナー にイームズ (Eames) が挙げられる。 彼は、

合成樹脂を用いて一体成形の椅子をつくり出した。 このタイプのものは、 いまも駅のベン

チ等で散見できる 。

7 . ス タ イ ルと し て 、 流体力学的曲線 ・ 曲面 を 使用 し た デザイ ン

1930年代になると、 スタイルとして流線形が頻繁に用いられるようになるが、 それは記

号的な意味で流行と関係していた。 流行とは、 感覚的に最も現代的なものであり、 1930年

代の言葉で表現するならばモダンであるということになる。 流線形は、 より抵抗が少なく

速く進むこ とができる形状であり、 かつスピー ドがより速そうに見えるといった見かけの

イメー ジでもあった。 1930年代において流線形は、 先端技術の表現でもあった。

1930年代に頻繁にデザインの上に用いられた流線形は、 それまでのアー ル ・ デコの角形

の様式からの新しい展開ともいえる。 1930年頃、 しだいに国力 を増し、 世界の中心になっ

たアメリカは、 自国意識の表現として、 新しく技術開発された流線形を用いたのであろう。

とくに、 それまでのアー ル ・ デコやモダンデザインといった ヨ ー ロッパ由来の様式に対し

て、 歴史的伝統のないアメリカが、 自国意識の自覚として、 技術の先端である流線形 をデ

ザインの上に表したのかもしれない。

経済的には、 流線形は販売戦略となった。 とりわけアメリカでは、 1929年の不況から脱

出するための戦略であった。 その典型として、 1930年代に、 旅客機の登場によって利用客

の減少した鉄道では、 旅客数の回復策として流線形 を用いた列車を登場させた。

そのほか1930年代の ア メリカで、 工業デザイナー (ID ) という職業が新しく登場した。

工業デザイナー とは、 新しいデザインを使って商品の開発をしたり、 経済効果 を見込んで

デザインを行うといった職業である。 ベル ・ ゲッデス、 ロー ウィ ー 、 ドレフュス等はアメ

リカの工業デザイナー の第一次世代として、 今 日 まで名を残している。

よって、 流線形というものは、 アメリカという国、 デザイナー という職業と密接に関連

している。 より時代的場所的にいうならば、 1930年代におけ る アメリカ的な現象である。
一方で、 モダンデザインやアー ル ・ デコといったデザイン様式は、 ヨ ー ロッパ的な現象で

ある。 先述のとおり、 ドイツでは製品を量産し販売するといった経済的 ・ 技術的基盤がな

かったため、 モダンデザインの手法による製品が量産されることはなかった。 そのため、

より教科書的、 あるいは芸術家的に傾いた。 つまり、 モダンデザ イ ンというものは、 ひと
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つのモデル、 理想的な形を表したものにすぎない。 そ れに対して1930年頃のア メ リカで盛

んに用いられた流線形は、 商品やフ ァッショ ン 、 飛行機や自動車といった現実の輸送手段

と結びついて存在し、 かつそ のようななかから生まれたスタイルである。

( 1 999年 2 月 20 日 、 生活美学研究所本年度第 5 回定例研究会に お け る 講演 に基づ く ）
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